
 

 

国立大学法人兵庫教育大学 研究データ管理・公開ポリシー 

 

令和７年３月１１日制定 

教育研究評議会承認 

 

（目的）  

１．兵庫教育大学（以下「本学」という。）は、「兵庫教育大学のミッション」に基づ

き、教員の資質能力の向上と学校教育の改善を求める社会的要請に応えるため、学

校教育に関する理論と実践を往還・融合した研究（「教育実践学」）を推進し、研究

の成果を地域や広く国内外に発信することを掲げている。 

  本学で行われている多様な研究活動の過程で生み出される研究データは、この使

命を実現する重要な資源であるとの認識の下、研究データを適切に管理・保存する

ことでその価値を高めるとともに、研究コミュニティー及び社会からの要請に応え

るため、可能な限り公開により利活用を促進することに努めていくことが必要であ

る。 

本ポリシーは、この理念のもと、本学における研究データの管理及び公開の原則

について定めるものである。 

 

（研究データの定義） 

２．本ポリシーが対象とする「研究データ」は、本学における研究活動において収集

または生成された情報を指し、デジタル・非デジタルを問わない。 

 

（研究者の権利と責務） 

３．本学では、原則として研究データを収集または生成した研究者が、その研究デー

タの管理を行う権利と責務を有する。 

 

（研究データの管理） 

４．研究者は、それぞれの研究分野における法的および倫理的要件に従って、適切に

研究データを管理しなければならない。 

 

（研究データの公開） 

５．研究者は、研究データが、論文などと同様に、今後の学術や社会の発展に貢献す

る知の基盤の一つであるとの認識に基づき、研究分野の特性を踏まえつつ、かつ、

関連する法令等に従って、研究データを可能な限り公開し、利活用に供する。 

 

（大学の責務） 

６．本学は、研究データの管理および公開を支援する環境を整備する。 

 

（その他） 

７．本ポリシーは、社会や学術状況の変化に応じて、適宜見直しを行うものとする。 

 

  附 則 

 本ポリシーは、令和７年３月１１日から実施する。 

 


